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１. 東京都の地域別転入超過数の推移

〇区市町村別の転入超過率（転入超過数/人口）について、2019年（コロナ前）と2020年（コロ
ナ禍）の差をみると、東京都区部や区部に近い地域において減少している。

〇東京都の地域分類別転入超過数の推移をみると、区部はいずれも2019年（コロナ前）と2020
年（コロナ禍）にかけて、大幅に縮小している。

資料：国立社会保障・人口問題研究所 ワーキングペーパーシリーズ2021年度No.51

【東京都の地域分類別転入超過数の推移】【東京都の区市町村別、2020年と2019年の転入超過率の差】
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２. 東京都と周辺3県の年齢別転入超過数（2019年、2020年）

〇 東京都では、男女ともほぼ全年齢で2020年（コロナ禍）が2019年（コロナ前）を下回り、とりわけ
20～30歳代の減少が大きい。一方で、随伴移動が想定される子ども（0～9歳）はさほど減少してい
ない。

〇 周辺3県では、2020年（コロナ禍）において、男女とも20～30歳代は増加しており、子ども（0～9
歳）についてはほぼ同水準である。

〇 比較的若年の若者の単身あるいは夫婦のみ世帯を中心に、都区部への流入ではなく周辺3県への流
入がうかがえる。

資料：国立社会保障・人口問題研究所 ワーキングペーパーシリーズ2021年度No.51

【4～12月の年齢別転入超過数（2019年、2020年）】
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３. 地域別の転入超過数（2019年、2020年）

〇東京都では、周辺3県の転出超過数が2020年（コロナ禍）に大きく拡大し、その他地域からの転入超
過数は大きく縮小している。

〇周辺3県では、転入超過数はほぼ同水準であるが、東京都からの転入超過数は大幅に増加し、東京都
以外からはどの地域も減少している。

〇都心から周辺3県への人口移動が活性化したことがうかがえる。

資料：国立社会保障・人口問題研究所 ワーキングペーパーシリーズ2021年度No.51

【東京都と周辺３県の4～12月の地域別転入超過数（2019年、2020年）】

東京圏外では感染者の割
合の高い東京圏へ移動を
控える動き、

東京圏ではテレワークの
普及に伴う都心から郊外
への移住の動き（一部は
北関東などの東京圏外に
転出する動き）などが、
傾向に現れてる 。


